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消防出初式 挙行消防出初式 挙行

間もなく完成の飲食コーナーが入る「情報館」

　

３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
﹁
ひ
な
の
里
か
つ

う
ら
﹂
に
は
、
ト
イ
レ
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

無
料
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
品
展
示
販
売

コ
ー
ナ
ー
等
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
今
月
は
、

ト
イ
レ
と
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

男
子
ト
イ
レ　

７
器
（
大
２
・
小
５
）

女
子
ト
イ
レ　

５
器

多
目
的
ト
イ
レ
２
室
（
男
女
各
１
）

「
手
打
ち
う
ど
ん
み
や
こ
家
」

　

本
場
さ
ぬ
き
で
修
行
し
た
店
主
が
手
打
ち

に
こ
だ
わ
り
、
常
に
「
打
ち
た
て
・
茹
で
た

て
・
揚
げ
た
て
」
の
お
い
し
い
手
打
ち
う
ど

ん
を
提
供
し
ま
す
。

　

か
け
・
ざ
る
・
ぶ
っ
か
け
・
釜
揚
げ
等
々

サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
勝
浦
産
の
野
菜
の

天
ぷ
ら
や
、
勝
浦
産
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
ご

提
供
予
定
で
す
。

「
喫
茶
オ
レ
ン
ジ
」

　

よ
っ
て
ネ
市
で
の
お
買
い
物
の
後
や
待
ち

合
わ
せ
に
、
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
ラ
ン

チ
ニ
ュ
ー
も
ご
用
意
し
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「ひなの里かつうら」では物産品販売コー

ナーへの出品者を募集しています。

　勝浦町内で生産された物産品や町内産野

菜や果物を利用した加工品など、勝浦らし

さをアピールできるものを募集しています。

　詳しくは役場産業建設課までお問い合わせ下さい。

■お問い合わせ　

　役場産業建設課　木島・大友　☎0885-42-1506

飲
食
コ
ー
ナ
ー

公
衆
ト
イ
レ

出品者募集出品者募集出品者募集特産品販売特産品販売特産品販売

ベビーシート

ベビーチェア

洗面台
(自動水栓）

オストメイト対応
トイレパック

車いす対応
トイレ

カウンター式洗面台
(自動水栓)

カウンター式
洗面台用手すり

化粧鏡

和式トイレ

和式トイレ用手すり
洋式トイレ用手すり洋式トイレ

女子女子

多目的トイレ多目的トイレ

女子トイレ

男子男子

多目的トイレ多目的トイレ

男子トイレ

女子

多目的トイレ

男子

多目的トイレ

被 

表 

彰 

者

被 

表 

彰 

者
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徳
島
県
知
事
表
彰

第
４
分
団　

団　

員　

定 

作 

誉 

之

第
９
分
団　

団　

員　

櫻 

野 

善 

久

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

﹁
功
績
章
﹂

第
４
分
団　

団　

員　

向 

井 

孝 

伸

第
６
分
団　

班　

長　

陽 

地 

博 

己

﹁
精
績
章
﹂

第
２
分
団　

団　

員　

山 

野 

浩 

史

第
５
分
団　

分
団
長　

前 

垣 

英 

剛

第
６
分
団　

班　

長　

谷 

添 

吉 

人

第
６
分
団　

団　

員　

中 

西 

孝 

昭

第
８
分
団　

団　

員　

高 

橋 

和 

之

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

第
３
分
団　

団　

員　

岡 

本 

勤 

也

第
５
分
団　

団　

員　

高 

田 

卓 

司

第
９
分
団　

団　

員　

野 

上 

貞 

之

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

第
１
分
団　

団　

員　

中 
川 

一 

宏

第
２
分
団　

団　

員　

植 
松 
弘 

憲

第
３
分
団　

副
分
団
長　

橋 

本 
洋 
一

第
４
分
団　

団　

員　

春 

田 

剛 
志

第
５
分
団　

団　

員　

鵜 

澤 

良 

安

第
６
分
団　

団　

員　

寺 

尾 

裕 

昭

第
８
分
団　

団　

員　

中 

山 　

 

勝

第
９
分
団　

分
団
長　

松 

本 

秀 

樹

本
部
機
動
隊　

隊　

長　

正 

瑞 

嘉 

久

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

第
１
分
団　

団　

員　

大 

石 

和 

也

第
１
分
団　

団　

員　

戸 

田 

正 

幸

第
１
分
団　

団　

員　

末 

廣 

久 

和

第
１
分
団　

団　

員　

稼 

勢 　

 

徹

第
２
分
団　

班　

長　

坂
口
昇
太
郎

第
３
分
団　

団　

員　

今 

川 

洋 

一

第
４
分
団　

団　

員　

泉 　

 

和 

幸

第
５
分
団　

団　

員　

岡 

本 

昌 

孝

第
５
分
団　

団　

員　

清 

水 

英 

幸

第
６
分
団　

班　

長　

勝 

本 

幸 

男

第
６
分
団　

団　

員　

大 

西 

孝 

司

第
７
分
団　

副
分
団
長　

岩 

本 

好 

史

第
７
分
団　

団　

員　

尾 

山 

佳 

宏

第
８
分
団　

副
分
団
長　

森 

内 

誠 

悟

第
８
分
団　

団　

員　

海 

川 

真 

澄

第
９
分
団　

団　

員　

尾 

下 

裕 

規

本
部
機
動
隊　

副
隊
長　

西 

浩 

史

徳
島
県
消
防
協
会
特
別
表
彰

第
３
分
団　

元
分
団
長　

大 

本 

義 

一

第
７
分
団　

元
分
団
長　

富 

本 

浩 

之

第
８
分
団　

元
分
団
長　

福 

野 

博 

之

勝
浦
町
長
感
謝
状

本　
　

団　

前
団
長　

新 

居 

福 

夫

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

第
１
分
団　

前
分
団
長　

平 

尾 

雅 

宏

第
３
分
団　

元
分
団
長　

山 

西 

培 

夫

第
３
分
団　

元
分
団
長　

大 

本 

義 

一

第
４
分
団　

元
分
団
長　

溝 

内 

秀 

明

第
４
分
団　

元
分
団
長　

北 

内 

康 

弘

第
７
分
団　

元
分
団
長　

富 

本 

浩 

之

第
７
分
団　

前
団
員　

谷 

端 

圭 

輔

第
７
分
団　

前
団
員　

谷 

上 

智 

也

第
８
分
団　

元
分
団
長　

福 

野 

博 

之

第
９
分
団　

元
分
団
長　

中 

村 

孝 

義

本
部
機
動
隊　

前
隊
長　

石 

木 

正 

昭

✶
平
成
23
年
勝
浦
町
消
防
団
入
団
者

第
１
分
団　

団　

員　

宮 

田  　

光

第
３
分
団　

団　

員　

小 

関 

健 

司

第
３
分
団　

団　

員　

藤 

田 

祐 

樹

第
４
分
団　

団　

員　

北 

内 

裕 

伸

第
４
分
団　

団　

員　

栗 

城 

育 

生

第
７
分
団　

団　

員　

田 

中 

和 

也

第
７
分
団　

団　

員　

山 

崎 

正 

裕

第
７
分
団　

団　

員　

中 

川 

泰 

志

第
８
分
団　

団　

員　

谷 

口 

正 

観

第
９
分
団　

団　

員　

宮 

本  　

昇

本
部
機
動
隊　

隊　

員　

多 

田 

尚 

弘

︵
敬
称
略
︶

平
成
23
年

　

１
月
９
日
㈰
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、

新
春
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛

に
開
催
さ
れ
、
永
き
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川
敷
に
お
い
て
10

分
団
一
斉
の
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
の

使
命
で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消
防
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

消防出初式 消防出初式 挙行挙行消防出初式 消防出初式 挙行挙行

勝浦中学校グラウンドにて

星谷橋下流河川敷にて放水訓練

出品者募集特産品販売

女子

多目的トイレ

男子

多目的トイレ

被 

表 

彰 

者

被 

表 

彰 

者

被 

表 

彰 

者
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　新春の阿波路に健脚を競う恒例の徳島駅伝は、

数々のドラマを生み出しながら歴史を重ね、今回、

57回目の大会が開催されました。

　大会期間は、１月４日から６日までの３日間、

今回は初日に２年ぶりに那賀コースを通過し、44

区間268.2において、出場しました県内15郡市

の代表ランナーが、郷土のため、チームのために

懸命の走りを展開しました。

　前回、前々大会では、阿波、三好両市に勝利し、

13位でありました勝浦郡チームは、まずはこの順

位を維持しさらに上位を目指すという目標を掲げ

て、今大会に臨みました。

　しかし、若手を中心に選手育成が順調に進んだ

阿波、三好両市に対し、勝浦郡チームは、特に長

距離区間を走りました主力選手の故障等もあり、

残念ながら、今回は15位となりました。

　残念な結果とはなりましたが、故障により、完

走さえも危ぶまれた状態の中、必死に走り抜いた

主力選手の姿を見て、若手選手が奮起、早速、練

習に取り組むなど、次回大会に向けての取組みを

始めています。

　今大会に際しまして、何かとご尽力をいただき

ました後援会のみなさまをはじめ、町民のみなさ

まに厚くお礼を申し上げますとともに、こうした

チーム状況をご理解いただき、今後におきまして

も、今まで同様、温かいご支援をよろしくお願い

申し上げます。

　なお、小郡でありながら３日間、大会にフルエ

ントリーをしている勝浦郡チームに対し、大会長

から「努力賞」が贈られました。

　また、勝浦郡陸上競技協会後援会長から、その

活躍等を評価し、次の町内選手に各賞が贈られま

したので、あわせてご紹介をさせていただきます。

６区・戸田真資選手から７区・木原直人選手へのタスキリレー

第57回 徳島駅伝徳島駅伝

300円（税込）

・

・

・

・

・

ビッグひな祭り

✿勝浦郡最優秀選手賞

瀧 花 美 咲（小松島西高等学校３年）

✿勝浦郡優秀選手賞

木 原 佑 介（㈱徳島銀行）

東 山 圭 佑（日本青果包装㈱）

岡 本 隆 宏（徳島科学技術高等学校１年）

堀 　 直 也（勝浦中学校３年）

戸 田 真 資（勝浦中学校３年）

木 原 直 人（勝浦中学校３年）

高 田 宏 一（勝浦中学校２年）

✿勝浦郡新人賞

李 　 香 旻（勝浦中学校３年）

斎 藤 　 光（勝浦中学校２年）

(敬称略 順不同)

まちかど散歩みち
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　篤志によるご寄附を有効に使わせていた

だき、ふるさと勝浦町の更なる発展を期す

とともに、今後とも皆さんからの町への熱

き思いを心からお待ちしています。

　「ふるさと納税」についての詳しいこと

は、総務税務課までお問い合わせください。

「ふるさと納税」とは？

「ふるさと納税制度は、個人住民税・所得税

を納める人が、前年中に勝浦町などの自治体

に寄附金を寄附した場合、2,000円を超える

一定額までの金額を現在お住まいの場所で納

める所得税や個人住民税から控除できる制度

です。

　この制度により、実質的に一定額までの税

金を「自らの意思」で「自らのふるさと」に

納めることができ、納税を通して、「ふるさ

とを応援したい」、「ふるさとに貢献した

い」という気持ちを形にすることができます。

ありがとうございます

ふるさと納税ふるさと納税！ふるさと納税ふるさと納税！ふるさと納税！

吉 野 隆 宣  様

（東京都あきる野市在住）



徳島駅伝

2/20日㈰
ビッグひな祭り開幕
オープニングセレモニー 10：00～

奉納の舞 10：30～

奉納お手玉演舞 10：40～

阿波踊り「よあかし連」 11：00～

まつり太鼓「坂本おんな神楽」 13：00～

2/26日㈯
コーラス「やまぼうし」 10：00～

大正琴演奏「琴の葉会」 13：00～

2/27日㈰
お手玉演舞「発表会」 13：00～14：30

3/3日㈭
初節句記念撮影会 10：00～12：00

人形浄瑠璃「勝浦座」 10：00～・13：30～

3/4日㈮
劇「赤ずきん」 11：00～12：00

3/5日㈯
舞踊・寸劇「ぽんぽこクラブ」 13：00～14：30

大正琴演奏「琴の葉会」 14：30～

3/6日㈰
ひな祭り二胡コンサート 11：00～12：00

舞踊「勝浦山村会」 13：00～15：00

3/　10日㈭
人形浄瑠璃「勝浦座」 10：00～・13：30～

3/　12日㈯
劇「人魚ひめ」・ブラックシアター劇 11：00～

朗読語りの会「風」 13：00～

3/　13日㈰
マジックショー 11：00～
ハワイアンダンス・健康体操 13：00～

琴・尺八演奏会「古都和会・美風会」 14：30～

3/　19日㈯
フラダンス 11：00～

ヒップホップダンス 13：00～

阿波踊り「やっ　連」 14：00～

3/20日㈰
ビッグひな祭りフィナーレ

5枚セットにして

絵はがきセット販売
「ビッグひな祭り」

300300円（税込）（税込）300円（税込）

（1階南側廊下）通り抜け

・恐竜生態模型　ティラノサウルス（いねむり恐竜）など

・恐竜問答集 額入り

・勝浦町・立川産他 化石（貝類、しだ類 など）

・恐竜の里の由来、

・関連施設資料説明文

〈主な内容〉

恐竜化石資料館

全国のひな祭り〈情報交流コーナー〉

　全国の市町村各地で、春を呼ぶひな祭りに
関連したイベントなどが開催されています。
　今回、「全国ひな祭り情報」として送られ
てきた、ポスター、チラシなどを展示します。

ひな市と休憩所 2月20日㈰〜
　　3月20日㈰

　実行委員会、商工会・更正保護女性会
において手作りの品、すし、お菓子、ひ
なせんべい、みかん、花、遊山弁当、コ
ーヒーなど特産品の市を開いて販売します。
休憩所でご自由におくつろぎください。

おひなさまの奥座敷

おひな街道

ふれあいの里 さかもと

ひな段から跳び出したおひな様たち

2月20日㈰〜3月20日㈰

2月20日㈰〜3月6日㈰

☎0885（44）2110“ グリーンツーリズム ”  農村体験型宿泊施設

創作飾りつけ

参加者募集!!

ひな人形供養受付

供養料 5,000円〜受付

都会への里親・相談コーナー
ひな人形保存会員（里親）

募集

ご家庭で飾らなくなったひな人形を供養し、会場いっぱいに飾ります。
ご希望の方は人形文化交流館までお持ち込みください。

県内外より集まったひな人形を、日本の文化として保存する「ひな人形保
存会員（里親）」になりませんか？展示会場で、係にお申し出ください。

2月5日㈯・6日㈰

午前9時〜午後4時

お問い合わせ・お申し込み先 ☎（0885）42-4334

第23回

人形文化交流館（勝浦町生名）

勝浦
i n

ビッグビッグひな祭りひな祭り
〈９時〜16時〉

2月20日㈰ 〜
　　3月20日㈰

期　間

会　場

大　人：300円　団体：200円 (10人以上)　

小学生：100円
入場料

会期中の主なイベント

㩸0885（42）4334

まちかど散歩みち
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ふるさと納税！ふるさと納税！
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　早春の日差しを体に浴びて、勝浦川のせせらぎを聞きながら

楽しく健康・体力づくりをしてみませんか。

３月27日㈰
午前９時～（雨天決行）

日　時

種　目

参加料

勝浦中学校グランド集合場所

各コース完走できる健康な人参加資格

小学２年生以下、小学３・４年生、
小学５・６年生  男女

①1.5㎞コース

小学生以下・中学生以上　男女
②３㎞コース

39歳以下・40歳以上・60歳以上男子
39歳以下・40歳以上女子

③５㎞コース

39歳以下・40歳以上・60歳以上男子
39歳以下・40歳以上女子

④10㎞コース

※小学生以下の参加も可能ですが伴走は禁止
します。（自力で完走できる方に限ります）

※保険料を含みます。　※勝浦郡在住の高校生以下は無料。
※小学生以下は父兄が同伴してください。

※お手数をおかけしますが、町教育委員会に備え
付けの所定の用紙で申し込みをお願いします。
　なお大会当日、コースおよび会場周辺は混雑が
予想されます。住民のみなさんにはご迷惑をおか
けしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。

距　離 一　般 高校生 小・中学生以下

1.5㎞ ̶ ̶ 1,000円
３㎞ 3,000円 2,000円 1,000円
５㎞ 3,000円 2,000円 1,000円
10㎞ 3,000円 2,000円 1,000円

〒771-4395　勝浦郡勝浦町大字久国

勝浦町教育委員会内 勝浦川マラソン事務局

☎0885(42)2515　IP 050(3438)7148
marason@town.katsuura.lg.jp

参加申込

勝浦川マラソン大会の開催第31回❀ ❀

　昨年度作成しました、勝浦町洪水防

災マップが、ＷＥＢ版として完成しま

した。

　勝浦町のホームページから検索して

頂くと見ることができます。

　このＷＥＢ版洪水防災マップは、勝

浦川の浸水想定区域図や土砂災害の危

険区域、避難所情報などが、地図と写

真などで見ることができます。

　また、このページを利用して、各家

庭の災害時の避難図などを作ることも

できます。

　是非、ご家庭の災害への備えにご利

用下さい。

洪水防災マップWEB

２月21日㈪ 締切り

まちかど散歩みち
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行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、

様
々
な
手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
申
請
を
行
う
に
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
︵
住
基
カ
ー
ド
︶
を
取
得
し
、
そ

の
中
に
電
子
証
明
書
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
住
基
カ

ー

ド
の
取
得
方
法

　

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
で

申
請
書
を
提
出
し
て
取
得
で
き
ま
す
。

・
必
要
な
も
の

　

写
真
︵
写
真
付
き
を
希
望
さ
れ
る
方
︶

　

運
転
免
許
証
な
ど
公
的
機
関
の
証
明
書

　

費
用
５
０
０
円

　

※

申
請
し
て
か
ら
カ
ー
ド
が
出
来
上
が

　
　

る
ま
で
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

■
電
子
証
明
書
の
取
得
方
法

　

住
基
カ
ー
ド
を
入
手
し
て
か
ら
、

申
請
書
を
提
出
し
て
取
得
で
き
ま
す
。

・
必
要
な
も
の

　

住
基
カ
ー
ド

　

運
転
免
許
証
な
ど
公
的
機
関
の
証
明
書

　

費
用
５
０
０
円

※

公
的
機
関
の
証
明
書
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証
明

書
の
申
請
は
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

■
他
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
︵
発
行

し
た
カ
ー
ド
、
ご
使
用
の
パ
ソ
コ
ン
に

適
合
す
る
製
品
︶
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

　

有
効
期
間
︵
３
年
︶
満
了
日
の
３
ヶ

月
前
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
費

用
は
５
０
０
円
で
す
。
失
効
し
た
場
合

に
は
、
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
住
基
カ
ー
ド
︼

h
ttp
://ju

k
i-c
a
rd
.c
o
m
/

︻
電
子
証
明
書(

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
︶︼

h
ttp
://w

w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
/

︻
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
︼

h
ttp
://w

w
w
.jp
k
i-rw

.jp
/

︻
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ(

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム)

︼

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp
/

　

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家

庭
で
、次
に
該
当
す
る
場
合
、給
食
費
等
の

助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
資
格

⑴
生
活
保
護
法
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
要
保
護
者

⑵
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
生
活
保
護
法

に
基
づ
く
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
の

あ
っ
た
者

⑶
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
町
民
税
の
減

免
を
受
け
た
者

⑷
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
町

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
者

⑸
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
者

⑹
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
国

民
年
金
の
掛
金
を
減
免
さ
れ
て
い
る
者

⑺
児
童
扶
養
手
当
法︵
昭
和
36
年
法
律
第
２

３
８
号
︶第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
、児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者

⑻
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑼
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

■
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬ 

︵
土
・
日
除
く
︶

　

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
、
無
利
子

の
奨
学
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬ 

︵
土
・
日
除
く
︶

■
貸
付
金
等
の
額　

　

奨
学
金

・
高
校
生　
　
　
　
　

月
額
２
万
円
以
内

・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
３
万
円
以
内

・
大
学
生　
　
　
　
　

月
額
３
万
円
以
内

　

入
学
準
備
金　
　
　

・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
40
万
円
以
内

　

︵
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
︶

■
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

・
奨
学
金
貸
付
願
書

・
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

・
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
︵
住
民
票
ま
た
は
戸
籍

抄
本
等
︶

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※

そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定︵
収
入
基
準
表
参
考
︶あ
り

平
成
23
年
度　

就
学
援
助
制
度

　

電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
、
電
子

申
請
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
23
年
度　

勝
浦
町
育
英

奨
学
金
貸
付
金
に
つ
い
て

住
民 

課

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎︵
４
２
︶１
５
０
１

   　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

教
育

委

員

会

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎︵
４
２
︶２
５
１
５

   　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自

動
車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な

い
方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
３

月
31
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で

確
実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

︵
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
︶

・
小
型
特
殊
自
動
車

　

勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３

・
軽
二
輪
︵
２
５
１
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
︶

　

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０︵
５
５
４
０
︶２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

　

︵
１
２
６
〜
２
５
０
㏄
の
バ
イ
ク
︶

　

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

　

☎
０
８
８︵
６
４
１
︶２
０
１
０

　

小
型
特
殊
自
動
車
︵
農
耕
作
業
用
ト
ラ

ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
︶
に
つ

い
て
は
、
乗
用
装
置
︵
人
が
乗
る
た
め
の

設
備
︶
を
備
え
、
国
土
交
通
大
臣
の
形
式

認
定
を
受
け
た
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用

実
態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書　

一
式

︵
申
請
書
は
勝
浦
町
産
業
建
設
課
で
販
売

し
ま
す
。
一
部
３
０
０
円
。
ま
た
、
勝
浦

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
請
書
の
デ
ー
タ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
︶

■
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書
︵
写)

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行

証
明
書
︵
写)

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書
︵
写)

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振

込
み
通
知
書
︵
写)

・
登
記
簿
謄
本
︵
法
人)

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
︵
写)

・
建
設
業
許
可
通
知
書
︵
写)

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日
〜
３
月
31
日
︵
期
間
厳
守)

　

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
受
付
場
所　

勝
浦
町
産
業
建
設
課

■
有
効
期
間　

平
成
23
年
度

※

た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年
度

を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と
の
申
請
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
が
申
請
受
付
年
度
で

す
。
詳
し
く
は
、
産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
下
さ
い
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
︵
宅
地
・
雑

種
地
・
山
林
等
︶
に
変
更
す
る
と
き
は
、

農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
町
産
業
建
設
課
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
年
は
３
月
10
日

㈭
に
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。
県
知
事

の
許
可
は
、
10
月
上
旬
頃
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
農
地
の
転
用
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

転
用
申
請
は
、
こ
の
締
め
切
り
日
を
過

ぎ
る
と
、
一
年
先
送
り
と
な
り
ま
す
。
忘

れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
申
請
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
農

地
の
転
用
許
可
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

農
業
振
興
地
域
か
ら
の

除
外
手
続
き

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？
小
型
特
殊

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

総
務

税

務

課

■
問
い
合
わ
せ

　

・
総
務
関
係　

☎︵
４
２
︶２
５
１
１

　

・
税
務
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３

　
　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

産
業

建

設

課

■
問
い
合
わ
せ

　

・
産
業
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
５

　

・
建
設
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
６

　
　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
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・・・・

　平成22年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成23年２月16日㈬～３月
15日㈫までです。申告書はご自分で作成して、できるだけお早めに提出してください。

　所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じたすべての所
得の金額とそれに対する所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、
源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続です。

☆受付時間は午前９時～午後４時まで（午後４時以降は受付できません。）
☆この期間、徳島税務署庁舎内には、申告相談会場を設けておりません。
☆アスティとくしまの駐車場については、有料（１日200円）となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

（土・日・祝日を除く。ただし、２月20日及び２月27日の日曜
日は確定申告の相談・申告書の受付を行います。）

☆国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナ
ー」では、画面の案内に従って金額等を入力すれば、
税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書
や青色申告決算書などを作成できます。

☆作成したデータは、印刷して書面により提出するこ
とができるほか、電子申告（e-Tax）を利用して提
出することもできます。

☆ご自身で計算をされる場合にお使いいただくと便利
な「所得税の確定申告の手引き」や申告書用紙等は、
国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】からダウ
ンロードすることもできます。

所得税の
確定申告とは

申告書を作成するときは

徳島税務署の申告相談会場は「　　　　　　　　　　　」です！

■期間　２月１日㈫～３月15日㈫

■お問い合わせ　徳島税務署（☎088-622-4131）

・・・・・・・・・・・

■会場　アスティとくしま ３階 第２特別会議室（徳島市山城町東浜傍示１）

　勝浦町の国民健康保険に加入している方、後期高齢者医療保険資格の

ある方及び同世帯の方は、所得のない場合でも，必ず申告してください。

受付時間：午前９時～午後４時まで

休日受付日：２月26日⑦・３月13日①

平成23年度住民税の所得申告及び平成22年分所得税確定申告受付会場

日　時

２月16日④

17日⑤

18日⑥

21日②

22日③

24日⑤

25日⑥

26日⑦

28日②

３月１日③

日　時

３月２日④

３日⑤

４日⑥

７日②

８日③

９日④

11日⑥

13日①

14日②

15日③

対象地区

沼江・石原

山西・掛谷

中 角

今 山

黒 岩

星 谷

生 名

全 町

久 国

棚 野

対象地区

中 山

横 瀬

横 瀬

与 川 内

坂 本

坂 本

全 町

全 町

全 町

全 町

会　　　場

石原集会所

山西集会所

婦人の家

今山ふれあい交流館

勝浦会館

星谷集会所

役場２階会議室

役場２階会議室

役場２階会議室

役場２階会議室

会　　　場

中山集会所

農村環境改善センター

農村環境改善センター

農村環境改善センター

坂本集会所

坂本集会所

役場２階会議室

役場２階会議室

役場２階会議室

役場２階会議室 

infomation

知徳島税務署からのお    らせ ネットで
スマート！!
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心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
17
日
㈭ 

 

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
予
約
・
申
し
込
み　

　

福
祉
課  

保
健
師　

２
月
７
日
㈪
ま
で

※

予
約
が
な
い
方
は
、 

当
日
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談

事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す
る
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
支
援
委
託
先
︾

　

社
会
福
祉
法
人　

悠
林
舎　

シ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８
４︵
２
４
︶３
３
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
４︵
２
３
︶０
２
６
３

　

メ
ー
ル  a

n
a
n

＠seed
s.o

r.jp

　

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体 

︵
県

身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
︶ 

が 

﹃
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
﹄ 

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

※

ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。 

　

※

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

　

　
　
　

　

　

認
知
症
は
適
切
な
診
断
を
受
け
て
、
早

期
治
療
、
お
世
話
の
仕
方
の
工
夫
に
よ
り

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認

知
症
と
初
期
に
現
わ
れ
や
す
い
う
つ
症

状
・
若
人
性
う
つ
病
に
つ
い
て
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
26
日
㈯

　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

■
題
名　
﹁
認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
﹂

　
　
　
　

—

よ
く
あ
る
症
状
と
対
応
の
仕
方—

■
講
師　

城
西
病
院
副
院
長

　
　
　
　

植 

村 

桂 

次 

先
生

■
参
加
費　

無
料

■
送
迎
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

送
迎
の
必
要
な
方
は
２
月
10
日
ま
で
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。︵
最
寄
り
の
停
留
所
ま
で
の
送

迎
と
な
り
ま
す
。
配
車
の
都
合
上
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
︶

　

勝
浦
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
８
５︵
４
２
︶３
７
０
０

　

IP
０
５
０︵
３
４
３
８
︶８
１
８
４

１
日　

内
科
医
師　

糖
尿
病
に
つ
い
て

８
日　

栄
養
士　

食
事
に
つ
い
て

15
日　

薬
剤
師　

薬
に
つ
い
て

22
日　

看
護
師　

生
活
と
運
動
に
つ
い
て

■
場
所　
　

勝
浦
病
院 

２
階 

多
目
的
室

■
時
間　
　

午
後
２
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

１
時
間
程
度

■
費
用　
　

無
料
で
す
。

■
そ
の
他　

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

　
　
　
　
　

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

次
の
と
お
り
勝
浦
病
院
の
臨
時
看
護
師

お
よ
び
臨
時
介
護
職
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
の
方
は
履
歴
書
︵
市
販
の
も

の
︶
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
職
種　
　
　

正
・
准
看
護
師  

介
護
職
員

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
体
系　

正
・
准
看
護
師　

２
交
代
制

　
　
　
　
　
　

介
護
職
員　

交
代
制

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時~15時 月~金　９時~17時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階

k
e
n
sin

re
n

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

to
k
u
-ik

u
se

ik
a
i

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

携帯 FAX TEL メール FAX TEL メール FAX TEL

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
４
０

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
１
１

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
２
０

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
１
９

０
９
０︵
５
１
４
２
︶０
３
６
８

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

日
時

場
所

相　

談　

窓　

口

福
祉 

課

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎︵
４
２
︶１
５
０
２

   　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

勝
浦

病

院

■
問
い
合
わ
せ　

☎︵
４
２
︶２
５
５
５

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
４
４
１

知

お

ら 

せ

障
害
者
相
談
支
援
事
業

介
護
予
防
講
演
会
の
お
知
ら
せ

勝
浦
病
院
臨
時
職
員
募
集

子
ど
も
の
発
達
相
談
に
つ
い
て

２
月
の
糖
尿
病
教
室

︵
い
ず
れ
も
火
曜
日
︶
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◆時　間　午前10時30分～11時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
　　　　　☎42-2246 
◆対象者　０歳～５歳
　　　　　（家庭で保育されている　
　　　    　子どもと保護者） 

 子育てサロン「こあら組」予定 

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する相
談を行っています。
　気軽にご相談ください。  
◆相談時間　平日８時30分～17時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園 
◆内　容　乳幼児に関する来所相談・電話相談

※お願い

　駐車場のスペースが限られていま

すので、お車の方はできるだけ乗り

合わせて来て下さい。お近くの方は

徒歩等でお越し下さい。 

９日

２日

☆身体測定　看護師による発育・健康相談
☆わらべうた遊びをしましょう

16日 ☆２月生まれの誕生会
☆大型紙芝居を見ましょう

☆鬼の面作り
☆鬼ごっこをしましょう

23日 ☆☆園庭で遊ぼう
☆おひなさまを作ろう

２月

◆日時　毎週火曜日　午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている子ども
　　　　と保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の２月の
行事をお知らせします。お母さん同士の交流を
広げ、親も子供も気軽に楽しめるサークルです。
　一度遊びにきませんか。

《活動報告》
　１月１１日に、親子ヨガをしました。今回はアロマ

オイルを使った消毒液をみんなで作りました。アロマ

オイルを使ったものなので、子供のいる家庭でも安心

して加湿・殺菌ができます。

育児相談

◆行事
　予定

８日㈫　親子ヨガ  （動きやすい服装で。バス　　　　　 タオルと飲み物を用意してください。）

１日㈫　豆まき

15日㈫　読み聞かせ
22日㈫　ひな人形作り

※園庭開放は、毎日９時30分～15時30分
まで行っています。

※23日のこあら組は勝浦こすもす保育園で行います。

英語の先生とあそんだよ☆

「いい香り〜」

子育て支援センター事業からのお知らせ

子育てサークル「はぐくみクラブ」からのお知らせ

■こどものひろば　　☎（44）2026　IP 050（3438）9813  
　　　　　　　　　　URL  http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006問い合わせ・申し込み先
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国 保 医 療 費と

　会社などを退職して、他の健康保険の資格がなければ国保に加入することになります。

厚生年金や共済年金などを受けられる本人とその家族（被扶養者）は、65歳になるま

での間は『退職者医療制度』によって診療を受けることとなります。

　年金受給権の発生後、

「年金証書」を受け

取ったら14日以内に

届け出てください。

　国保から「国民健康

保険退職被保険者証」

を交付いたします。

■国保に加入している、65歳未満の人

■厚生年金や共済年金などの年金を受けており、その加入

期間が20年以上または40歳以降の期間が10年以上ある人

■退職者本人の配偶者

■退職者本人と同じ世帯で、主として退職者本人

により生計を維持している三親等内の親族

退職者医療制度ご存じですか？退職者医療制度ご存じですか？退職者医療制度ご存じですか？退職者医療制度ご存じですか？

対象となる人（次の条件にすべて当てはまる人）

年金証書を受け取ったら届け出をしてください

本　　人

被扶養者

まず、警察
に届け出る

次に、国保
に届け出る

保険証 年金証書

印鑑

必要なもの

次のような場合は国保の給付が受けられなかったり制限されたりします。

・正常な妊娠や出産

・歯列矯正や美容整形

・他の保険が適用される場合（労災保険や継続療養)

給付が受けられないもの

・酒酔いやけんかが原因のけが

や病気

・犯罪や故意によるけがや病気

制限されるもの

　交通事故や傷害事件などで第三者（加害者）によってけがをした場合でも、国保を

使って治療を受けることができますが、国保を使う場合は必ず届出をしてください。 

　その場合、かかった医療費は国保が一時的に立て替え、あとで加害者に請求します。

※示談は慎重に⋯

　加害者との示談が成立すると、示談の内容が優先され国保から加害者に請求できな

くなる場合があります。またすでに加害者から治療費を受け取っているときは、国保

を使うことはできません。示談の前に必ず国保に届け出をするようにしてください。

　交通事故にあったら、すぐに警察に届け「事故証明

書」を受け取ります。

　警察で「事故証明書」を受け取ったら、国保の窓口

へ「第三者行為による傷病届」を提出してください。

交通事故にあったときの注意 !

国保で受けられる給付の制限

退職者医療制度ご存じですか？
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　国民年金保険料の納入に口座振替を利用されますと、預(貯)金口座から自動的に保険料を

納めることができますので、納めに行く手間と時間が省け、納め忘れの心配がなくなります。

　また、早割（当月末振替）、６カ月、１年前納の場合は保険料が割引になります。

　年の途中から国民年金に加入された場合など、平成22年10月１日から12月31日までの間に、は

じめて保険料の納付をされた方については、２月上旬に控除証明書を発送することとしています。

　また、平成22年11月に発送しました控除証明書の証明欄にある納付済額や見込額以上に保険料

を納付されたときは、「11月に発送しました控除証明書」と、「追加で納付していただいた保険

料の領収証書」を申告書に添付してください。

　確定申告（住所地を管轄する税務署で受付）の際に必要となりますので大切に保管して下さい。

　なお、お問い合わせ等は、控除証明書専用ダイヤルまたは年金事務所までお願いします。

４月から国民年金の納付は、便利で安心な
口座振替による前納制度はいかがですか?

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

４月から口座振替による保険料納付をご希望の場合は

２月末 までにお申込をお願いします。

娘 通常納入（翌月末振替) 割引なし………………

娘 早割（当月末振替) １か月 50円の割引※……………………

娘 ６か月前納 ６か月 1,030円の割引※……………………………
（４月～９月分までを４月末に振替
10月～翌年３月分までを10月末に振替）

娘 １年前納 　１年　 3,800円の割引※………………………………
（４月～翌年３月分までを４月末に振替）

※上記金額は、平成22年度の場合です。

控除証明書専用ダイヤル

0570-070-117
平成22年11月1日～平成23年３月15日 平日８：30～17：15

※一般電話・公衆電話から、市内通

話料金でご利用いただけます。

※IP電話等の方は婸03-6700-1130

へおかけください。

手続きに

ついて

口座振替の種類について

年金手帳等（基礎年金番号が確認できるもの）

預金通帳、金融機関届出印

年金事務所、口座をお持ちの金融機関

※現在、口座振替による前納をされている方で引続き同様の前納を

　希望される方は、再度お申込の必要はありません。

お申し込み先

ご持参
いただくもの
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〈 問い合わせ 〉 福祉課 保健師
☎（42）1502   IP㈹050（3438）7148２月の保健行事

高血圧予防教室について　

内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

み ん な の 健 康み ん な の 健 康

17 木 健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住 民

19 土 男 の 料 理 教 室 9：30～          住民福祉センター エプロン会 員

7 月
健 康 相 談 13：30～14：00

中 角 集 会 所 健康手帳住 民
生活習慣病予防教室 14：00～15：30

　ライフスタイルの変化にともない、偏った

食生活、肥満、ストレスなどが原因による生

活習慣病が増えています。

　中でも、高血圧は自覚症状が少なく、軽い

病気と考えられがちですが、実は様々な病気

を引き起こす誘因となっています。

　また高血圧症の予防は、健康かつうら21

において、健康づくりの目標のひとつとなっ

ています。高血圧になる前に、日常生活でリ

スクを減らし、予防することが大切です。

　そこで、高血圧について正しく理解し、生

活習慣や食事バランスを見直し、改善して健

康な身体をつくることを目的に、高血圧予防

教室を次のとおり開催します。参加を希望さ

れる方は、役場福祉課保健師まで、お申し込

みください。

■日時　2月10日㈭　9時30分～14時30分
■場所　住民福祉センター
■内容　講義と調理実習
　　　　高血圧とは　高血圧予防の食事づくり
　　　　減塩の調理実習　ほか

日程および内容（教室は2日間行います。）

第１回

■日時　2月22日㈫　9時30分～14時30分
■場所　住民福祉センター
■内容　講義と調理実習
　　　　メタボリックシンドロームの予防について
　　　　減塩の調理実習　ほか

第２回

■申込先・問い合わせ　福祉課 保健師　☎（42）1502　I P㈹ 050（3438）7148

■参加費　無料
■用意するもの　エプロン・三角巾・筆記用具
■申込締切　２月７日㈪まで

股 関 節 脱 臼 検 診 14：00              勝 浦病院デイケアセンター2階
母子健康手帳平成22年9月1日～

12月31日生まれの子３ 木

乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00 農村環境改善
セ ン タ ー

母子健康手帳平成22年7月1日～
11月30日生まれの子18 金

１ 歳 6 ヵ 月 児
健 康 診 査 13：00～13：30 農村環境改善

セ ン タ ー
問診票　　　
母子健康手帳

平成21年5月1日～
8月31日生まれの子25 金

第 1回
高 血 圧 予 防 教 室 9：30～14：30 住 民 福 祉

セ ン タ ー
エプロン
筆記用具

住民及び
ヘルスメイト10 木

第２回
高 血 圧 予 防 教 室 9：30～14：30 住 民 福 祉

セ ン タ ー
エプロン
筆記用具

住民及び
ヘルスメイト22 火

愛育班連絡協議会 9：30～14：00 役 場 愛育班長24 木



20日から56日まで（３〜８週間）の間隔をおいて初回接種（３回）を行い、
初回接種終了後１年〜１年６ヶ月で追加接種（１回）をします。

4/2生まれ
4/1生まれ

ジフテリア

百日せき

破傷風

麻しん（はしか）

風しん

日本脳炎

定期予防接種定期予防接種についてについて定期予防接種定期予防接種についてについて定期予防接種について
予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人

ひとりの健康状態に合わせ、個別で実施しています。正しく理

解した上で、計画的に定期接種年齢内に受けましょう。

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、
保育園等の年長児）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種をします。

６日から28日まで（１〜４週間）の間隔をおいて１期初回接種（２回）を行い、
１期初回接種終了後から概ね１年おいて１期追加接種をします。

予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

ＢＣＧ

ポリオ

注１：１期ＤＰＴ・ＤＴ（追加接種）の標準的な接種期間は、１期初回接種（３回、１期初回にＤＴ

を使用する場合は２回）終了後12月に達した時から18月に達するまでの期間です。

注２：百日せきにかかったことが、明らかな場合でも、ＤＰＴもしくはＤＴが使用できます。ＤＴ

を使用した場合の初回接種は２回です。また、ジフテリア、破傷風にかかったお子さんにつ

いても、ＤＰＴもしくは、ＤＴを使用して差し支えありません。

注３：１期の初回接種は、同一種類のワクチンを必要回数接種します。

注４：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、２期、３期又は４期の予防接種は、麻しん

風しん混合ワクチン（ＭＲ）で接種を行います。

注５：麻しん又は風しんにかかったことが明らかな場合は、かかっていない方のワクチンを用いて

も麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）を使用しても差し支えありません。

注６：日本脳炎の予防接種については個人通知でお知らせしました内容で接種しましょう。

　上の表の　　および　　は、予防接種法で定められた定期の予防接種の対象

者です。病気にかかりやすい時期を考慮して定められた期間（標準的な接種期

間）である　　の期間中にできるだけ接種を受けましょう。また、麻しんおよ

び風しんは標準的な接種期間はありませんが、麻しんは幼児期早期にかかって

しまうことが多いため、お母さんからの免疫がなくなる生後12月以降なるべく

早期に、１期の接種を受けましょう。なお、この３期・４期は、平成20年度か

ら５年間の措置です。１期・２期の対象となるお子さんは該当しません。

（定期接種以外は、任意接種となり接種料金も実費となります。）

15
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去
年
の
冬
、
わ
が
家
は
引
っ
越
し
を
し
た
。

﹁
自
分
の
物
は
自
分
で
箱
詰
め
し
な
さ
い
。﹂

と
母
に
言
わ
れ
、
ま
ず
は
普
段
使
っ
て
い
な

い
、
机
の
下
の
箱
を
片
付
け
て
い
た
時
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
宝
物
に
し
て
き

た
そ
の
箱
は
、
年
を
経
て
、
ガ
ラ
ク
タ
ば
か

り
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
か
ら
、
茶
色

の
封
筒
に
入
っ
た
分
厚
い
手
紙
が
出
て
き
た
。

表
に
﹁
ゆ
か
り
へ
﹂
と
私
の
名
前
が
あ
る
。

そ
れ
を
手
に
す
る
と
、
少
し
ず
つ
あ
の
日
の

事
が
よ
み
返
っ
て
き
た
。
初
め
て
こ
の
手
紙

を
読
ん
だ
時
の
、
悲
し
い
の
か
寂
し
い
の
か

わ
か
ら
な
い
、
で
も
決
し
て
う
れ
し
く
は
な

い
複
雑
な
感
覚
と
驚
き
。
あ
の
日
、
私
の
帰

り
を
外
で
待
っ
て
い
た
母
の
心
配
そ
う
な
顔
。

そ
れ
は
、
小
学
二
年
の
終
わ
り
、
道
徳
﹁
い

の
ち
の
授
業
﹂
で
母
が
私
に
書
い
て
く
れ
た

手
紙
で
あ
っ
た
。

　

私
に
は
十
才
上
の
兄
が
い
る
。
小
さ
い
頃

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
私
が
生
ま
れ

た
日
も
少
年
野
球
の
試
合
の
日
で
、
そ
の
日

送
迎
当
番
だ
っ
た
父
も
一
緒
に
出
か
け
て
い

て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
私
が
父
と
兄
に
対

面
し
た
の
は
、
そ
の
日
の
夜
で
あ
っ
た
そ
う

だ
。
十
才
も
離
れ
て
い
る
上
、
高
校
か
ら
寮

に
入
り
、
そ
の
ま
ま
大
学
へ
と
進
学
、
そ
し

て
今
春
就
職
し
た
の
で
、
一
緒
に
生
活
し
た

時
期
は
短
い
が
、
と
て
も
優
し
く
、
大
好
き

な
兄
だ
。

　

そ
の
兄
は
、
母
と
血
の
つ
な
が
り
が
な
い
。

兄
を
生
ん
で
く
れ
た
お
母
さ
ん
は
、
兄
が
小

学
二
年
の
時
に
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
父
は

そ
の
後
、
兄
の
将
来
の
こ
と
も
考
え
、
今
の

母
と
結
婚
し
、
そ
し
て
生
ま
れ
た
の
が
私
で

あ
る
。
父
と
の
結
婚
と
同
時
に
兄
の
母
親
と

な
っ
た
母
。
母
は
そ
の
手
紙
に
、
お
腹
に
私

が
宿
っ
た
と
き
の
苦
悩
を
書
い
て
い
た
。﹁
ゆ

か
が
お
腹
に
や
っ
て
き
た
時
、
お
母
さ
ん
は

お
兄
ち
ゃ
ん
と
親
子
を
始
め
た
ば
か
り
。
ま

だ
ま
だ
母
親
な
ん
て
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し

い
。
そ
こ
に　

自
分
が
産
ん
だ
子　

が
誕
生

し
た
ら
!?
お
兄
ち
ゃ
ん
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う

!?
二
人
同
じ
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
育
て
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
!?
自
分
の
気
持
ち
は
ど
う
変

わ
る
の
だ
ろ
う
か
!?
で
も
、
兄
妹
が
い
た
方

が
い
い
よ
ね
!?
ち
ゃ
ん
と
産
み
た
い
!!
い
や
、

産
ん
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
!?
﹂
随
分
悩
ん
だ

の
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
時
、
母
が
産
ま
な

い
決
断
を
し
て
い
た
ら
、
今
、
私
と
い
う
人

間
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　

悩
ん
だ
母
は
、
産
婦
人
科
の
先
生
に
自
分

の
想
い
を
話
し
た
。
す
る
と
先
生
は
笑
っ
た

後
、
ま
だ
小
さ
な
魂
に
し
か
見
え
な
い
エ
コ

ー
に
写
っ
た
私
を
、﹁
こ
ん
な
い
い
子
を
産

ま
な
い
で
ど
う
す
る
の
？
ほ
ら
、
賢
そ
う
な

顔
し
て
る
よ
。﹂
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
技

術
が
発
達
し
た
今
の
エ
コ
ー
は
、
お
腹
の
中

の
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
見
え
る
そ
う
だ
が
、

そ
の
頃
は
ま
だ
違
う
。
ま
し
て
や
、
ま
だ
三

か
月
の
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
が
頭
か
も

わ
か
ら
な
い
私
だ
っ
た
の
に
、
賢
そ
う
な
顔

と
励
ま
し
て
く
れ
た
先
生
の
優
し
さ
に
、
母

は
涙
が
あ
ふ
れ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、﹁
き

っ
と
こ
の
子
が
お
母
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
を

本
当
の
親
子
に
し
て
く
れ
る
よ
。﹂
優
し
く

笑
う
先
生
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
母
は

私
を
産
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
小
学
二
年
の
私
。

そ
の
時
は
、
母
と
兄
が
本
当
の
親
子
で
な
い

事
の
方
が
と
て
も
大
き
く
、
ち
ゃ
ん
と
受
け

と
め
ら
れ
ず
、
悲
し
く
、
寂
し
く
、
訳
が
わ

か
ら
な
い
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

っ
た
。
母
は
そ
ん
な
私
を
見
こ
し
て
、
そ
の

手
紙
を
丸
ご
と
コ
ピ
ー
し
、
い
の
ち
の
授
業

の
前
に
、
担
任
の
先
生
に
渡
し
、
私
の
様
子

を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願

い
し
て
い
た
。
担
任
の
先
生
は
、﹁
こ
の
お

手
紙
、
大
切
に
し
て
ね
。﹂
と
、
優
し
く
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
日
、
友
達
と
一
緒
に
帰
っ
て
く
る
と
、

心
配
そ
う
に
外
で
持
っ
て
い
た
母
の
姿
が
あ

っ
た
。

　

こ
の
手
紙
を
受
け
取
り
六
年
近
く
が
経
っ

た
。
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
は
ず
な
の

に
、
箱
に
し
ま
っ
た
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
私
は
元
気
に
普
通
に
成
長
し
て
き
た
。

母
も
兄
も
、
私
に
は
普
通
の
親
子
に
見
え
る
。

で
も
、
幼
か
っ
た
私
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
で
、

き
っ
と
二
人
共
、
辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
何
よ
り
、

兄
が
本
当
の
お
母
さ
ん
を
亡
く
し
た
の
は
小

学
二
年
生
。
私
が
母
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た

年
齢
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は

私
の
比
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
新
し

い
お
母
さ
ん
と
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
当
然

だ
。
母
と
兄
の
間
に
立
つ
父
も
辛
か
っ
た
と

思
う
。
厳
し
く
叱
ら
れ
た
後
、
出
か
け
る
兄

の
寂
し
そ
う
な
背
中
を
、
窓
か
ら
ず
っ
と
見

て
い
た
母
の
姿
も
、
う
っ
す
ら
と
記
憶
に
あ

る
。
で
も
今
で
は
、﹁
相
談
す
る
の
は
い
つ

も
お
母
さ
ん
だ
け
。﹂
と
、
父
が
や
き
も
ち

を
焼
く
ほ
ど
、
母
と
兄
は
と
て
も
仲
の
良
い

普
通
の
親
子
だ
。
今
年
就
職
し
た
兄
は
、
母

の
日
に
エ
ル
メ
ス
の
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
た
。
母
は
、
少
し
照
れ
た
よ
う
に
笑

っ
て
い
た
が
、
そ
の
目
に
は
涙
が
あ
ふ
れ
て

い
た
。

　

私
は
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
達
の
優
し

さ
や
思
い
や
り
を
受
け
て
、
こ
の
世
に
生
ま

れ
、
元
気
に
普
通
に
成
長
し
て
こ
ら
れ
た
の

だ
と
思
う
。
生
ん
で
く
れ
た
母
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
ん
な
に
大
き
く
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
そ

し
て
、
あ
ま
り
会
え
な
い
け
れ
ど
、
た
っ
た

一
人
の
優
し
い
兄
、
大
切
な
家
族
に
感
謝
し

て
い
る
。
授
か
っ
た
尊
い
命
、
与
え
て
も
ら

っ
た
沢
山
の
可
能
性
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い

こ
う
と
思
う
。

第
29
回　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
よ
り

“

“

 

母
の
手
紙

かたりあうページ
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行　事

県立図書館協力巡回日 休館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

★おはなし会　

　27日㈰ 午後２時から

　場 所　図書館幼児室

江　
姫たちの戦国
　 上・中・下

������田淵久美子

　2011年ＮＨＫ

大河ドラマ原作

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横のブックポストに入れて下さい。

※小さなお子様を対象に

した紙芝居の読み聞か

せです。ぜひいらして

下さい。

新着図書一部紹介 カルテット  １・２ 　　　　　大 沢 在 昌

ポーツマスの贋作　　　　　　井 上 尚 登

男嫌いの姉と妹　　　　　　　佐 藤 雅 美

戌辰転々録　　　　　　　　　中 村 彰 彦

この人から受け継ぐもの　　　井上ひさし

THE WAR異聞太平洋戦記　  柴 田 哲 孝

醜聞の作法　　　　　　　　　佐 藤 亜 紀

3652−a decade−　　　　　伊坂幸太郎

首都感染　　　　　　　　　　高 嶋 哲 夫

白いしるし　　　　　　　　　西　加奈子

不思議な羅針盤　　　　　　　梨 木 香 歩

古文書はこんなに面白い　　　油 井 宏 子

これからの「正義」の話をしよう
　　　　　　　　　　　マイケル・サンデル

銘仙でつくる小物とスカート
　　　　　　　　　　　　誠文堂新光社編

新味創作料理　     　　　　　旭屋出版編　

《児童書》

うさぎちゃんともだちできた　きむらゆういち

うさぎちゃんとはるちゃん　　   おかだちあき

おちばきょうそう　　　　　　　  白土あつ子

おひさまとおつきさまのしたで　
　　　　　　　　　　　マーガレット・ワイズ

おばあちゃんのたんじょび

ぼくがおおきくなったら　　 くすのきしげのり

どうして十二支にネコ年はないの
　　　　　　　　　　　　　ドレス・オーゲル

おにはそと　　　　    　　　　   せな　けいこ

いたいのいたいのとんでいけ　      山岡ひかる

かわうそ３きょうだいのふゆのあさ
　　　　　　　　　　　　　　あ べ 弘 士

ヴィヨンの妻

映画　フレッシュプリキュア!　
　おもちゃの国は秘密がいっぱい

謎解きはディナー
のあとで　
���������������東�川�篤�哉

　執事とお嬢様が６つ

の事件を名推理！ユー

モアたっぷりの本格ミ

ステリー

新着ＤＶＤ トムとジェリー
　シャーロック・ホームズ

仮面ライダー
　侍戦隊シンケンジャーvsゴーオンジャー
　ダブル＆ディケイドMOVIE大戦2010

図書館
だより
図書館
だより
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古紙の出し方

　ガムテープなどは使わず、 ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
　厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
　「広報かつうら」 のようなものは雑誌へ

　新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。 

③古本・雑誌・紙
　　同じ種類に分ける。 厚い表紙は破って段ボールへ

　　ビニール封筒に入った雑誌などは、 ビニール封筒

　　をはずす。 

　　ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

古紙の回収にご協力を!
指定場所と２月・３月の受取日時

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指定場所 

指定場所 

受取日時

受取日時

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
　　　 リサイクル保管庫
１月30日㈰～２月４日㈮
２月27日㈰～３月４日㈮
午前８時30分～午後５時

（横瀬）勝浦町民体育館裏
　　　 リサイクル保管庫
２月６日㈰～11日㈮
３月６日㈰～11日㈮
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。 　
　絶対、 保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

出してはいけない物 （禁忌品）  

粘着物

金属

フィルム
や合成樹脂

特殊な薬剤
が 塗 布
さ れ た 紙

その他

粘着テープ、 シール、 ワッペン類、 糊が
多量に使われているもの

金具がついたファイル、 金属クリップ類

フィルム類、 セロハン、 発泡スチロール、 
プラスチック製品、 ビニールコート紙

耐水性段ボール、 紙コップなどのワック
ス加工紙、 酒の紙パック、 写真、 油紙、 
レシートなどの感熱紙、 カーボン紙、 ペ
ットのえさ袋

カセットテープ、 アルバム、 手さげ紐が
ビニールの紙袋、 セメント、 ビニールが
含まれた米袋、 紙以外のもの

【問い合わせ】　住民課　☎(42)1501

　　　　　　　IP ㈹ 050（3438）7148

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地区 設  置  場  所

収集日 地区 備　考

８日㈫ 中山 中 山 集 会 所 前

 ４日㈮
18日㈮

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし

祝祭日やお盆は変更してい

ます。ご注意ください。

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

15日㈫ 立川 前田さん宅前ごみフェンス横

22日㈫

横瀬

坂本

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

綿綿100100％古着回収％古着回収のお知らせお知らせ綿100％古着回収のお知らせ

２月17日㈭
午前９時から午後４時まで
勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬　速水商店前） 
リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、 
不適品は持ち帰っていただきます。

日時

場所

方法

不用犬引き取り日
10日㈭
24日㈭

※登録している犬の場合は印鑑、鑑
札及び下記手数料分の県の収入証
紙をご持参のうえ、申請書類（所有
権放棄書、引取り申請書）を記入し
ていただきます。申請書類は、事前
に勝浦町ホームページからダウン
ロードすることもできます。

犬の引取り手数料

⑴ 生後91日以上⋯2,000円/匹

⑵ 生後91日未満⋯  500円/匹

２月
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
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年
一
つ
加
え
て
沈
む
初
湯
か
な

戦
争
の
な
き
世
に
生
き
て
初
詣

坂
本　

仙 

才 

良 

子

葉
ぼ
た
ん
や
寒
さ
に
耐
え
て
笑
い
お
り

初
市
に
め
げ
ず
に
勵
む
茸
づ
く
り

坂
本　

新 
居 

清 

治

初
詣
や
ん
ち
ゃ
な
姪
も
着
物
着
て

極
楽
は
我
が
家
に
あ
り
き
初
湯
か
な

坂
本　

坂 

本 

郵 

子

初
市
の
祝
儀
値
は
づ
む
黒
マ
グ
ロ

葉
牡
丹
の
芯
の
渦
巻
陽
の
匂
い

坂
本　

山 

口 

昭 

市

初
詣
賀
詞
交
し
合
ふ
右
左

初
詣
村
人
を
待
つ
大
焚
火

坂
本　

新 

居 

雄 

彦

初
詣
村
の
鎮
守
の
七
鳥
居

老
妻
を
連
れ
て
南
紀
の
初
湯
か
な

坂
本　

新 

居 　

 

晋

初
市
に
出
し
た
し
色
々
思
ふ
だ
け

初
詣
今
年
こ
そ
は
と
思
ふ
だ
け

坂
本　

新 

居 

和 

子

ふ
る
里
へ
誘
う
よ
う
に
冬
満
月

遠
き
日
の
祖
母
の
声
す
や
日
向
ぼ
こ

三
溪　

中 

村 

育 

子

綿
虫
の
あ
れ
よ
と
思
ふ
高
さ
ま
で

う
し
ろ
よ
り
そ
っ
と
さ
し
か
け
初
時
雨

横
瀬　

日
下
智
世
子

風
舞
う
や
皆
脱
ぎ
捨
て
て
冬
木
立

手
作
り
の
母
の
温
も
り
冬
布
団

横
瀬　

前 

田 

好 

次

秋
遍
路
大
き
な
荷
物
せ
に
負
い
て

岩
屋
寺
の
も
み
じ
葉
谷
に
影
う
つ
し

棚
野　

北
島
ア
サ
ノ

去
年
の
闇
今
年
の
闇
と
満
し
あ
ふ

大
試
験
鉛
筆
ど
れ
も
尖
り
を
り

生
名　

丸 

山 

香 

月

老
梅
も
命
限
り
に
咲
く
や
春

春
撮
り
に
出
か
け
し
夫
や
峰
の
雪

中
角　

岡
本
ハ
ツ
ヱ

初
詣
玉
砂
利
長
き
伊
勢
の
宮

父
の
歳
抜
い
て
初
湯
へ
身
を
沈
む

葉
牡
丹
や
長
針
刻
む
腕
時
計

中
角　

東 

山 

正 

五

お
ふ
く
ろ
の
味
し
み
じ
み
と
干
大
根

ど
の
鍋
も
磨
き
厨
の
年
送
る

沼
江　

豊
平
カ
ズ
子

　

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は

な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や
順
位
を

つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。

多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

２
月
５
日
締
め
切
り　

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先　

横
瀬　

中
田
ヤ
ス
ヱ

３
月
５
日
締
め
切
り　

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先　

棚
野　

竹
田
あ
ゆ
み

　
﹁
青
空
駐
車
﹂
の
取
締
ま
り
を
強

化
し
ま
す
。

　

違
法
駐
車
車
両
は
、
円
滑
な
交
通
の
流

れ
を
阻
害
し
、
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る

ほ
か
、
駐
車
車
両
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し

に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
や
火
事
な
ど
の

際
の
緊
急
自
動
車
の
通
行
妨
害
な
ど
、
平

穏
な
日
常
生
活
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
虞
が
あ
り
ま
す
。

　

小
松
島
警
察
署
は
、
青
空
駐
車
の
取
締

ま
り
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

技
術
な
ど
を
悪
用
し
た
犯
罪
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
な
ど

が
国
民
に
と
っ
て
身
近
な
脅
威
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際
に
は

    

懸
賞
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め
て
知
ら
な

い
相
手
に
は
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個

人
情
報
を
安
易
に
教

え
な
い
！

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利

　

用
す
る
際
に
は  

　

サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相
手
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
よ
く
確
認
す

る
！
相
手
の
振
込
口
座
に
問
題
が
な
い
か

確
認
す
る
！
振
り
込
み
の
控
え
等
を
保
管

す
る
！

③
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し
ま
っ
た
場

　

合
に
は 

　

支
払
わ
ず
に
無
視
！
相
手
と
連
絡
を
取

ら
な
い
！        

④
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は            

　

請
求
に
は
あ
わ
て
て
払
わ
ず
、
契
約
が

有
効
か
冷
静
に
判
断
！

■
経
験
者
講
習

　

２
月
10
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

　

２
月
24
日
㈭　

阿
南
警
察
署

　

３
月
９
日
㈬　

三
好
警
察
署

　

３
月
24
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

◎
初
心
者
講
習　

◎
年
少
資
格
認
定
講
習

　

開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！

青
空
駐
車
は
絶
対
ダ
メ
！ 

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

２
月
・
３
月
中
の
猟
銃
等

講
習
会
開
催
日
程  

し
の
び
よ
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪

わ
た
し

わ
た
し
の
作
品
作
品

わ
た
し

わ
た
し
の
作
品
作
品
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ご結婚おめでとう

大字星谷字宮原 海 川 昌 和
大字三溪字平山 平 岡 摩 紀

世帯数

男 性

女 性

計

2,173戸

2,869人
3,105人

5,974人

出生
死亡
転入
転出

男
男
男
男

０人

６人

３人

６人

女
女
女
女

１人
１人

５人

６人

計
計
計
計

１人

７人

８人

12人

人  口 平成22年12月31日現在

お悔やみ申します

大字沼江字山路 (100歳)笠木アサヱ

大字三溪字倉瀬 (79歳)大下美代子

大字生名字北 (81歳)山 口 義 　

大字沼江字北谷 (75歳)北野ミツ子

大字沼江字平間 (99歳)福本フクヱ

大字生名字平野 (89歳)岩本フサヱ

平成22年12月16日〜平成23年１月15日（敬称略）

お誕生おめでとう

大字三溪字市ノ江 長女 蒼
米 田 政 勝

　　真由美

あおい

心配ごと相談 ☎（42）4652
IP 050（3438）8457

交流講座ご案内
☎（42）3305　 IP 050（3438）8631

mail:kaikan@town.katsuura.lg.jp

日時　４日㈮ ・10日㈭・18日㈮ ・25日㈮ 

　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉
※相談日以外でも予約は承ります。　 

年 金 相 談

日時　２月12日㈯
　　　午前９時30分～午後４時　 　 

☆年金に関する電話での相談は、 
　「ねんきんダイヤル」 で承ります。 
　☎0570（05）1165 （IP 電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」 に関する電話での相談は、
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」 で承ります。
　（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについても

　お受けいたします。） 

　☎0570（058）555 （IP電話･PHS）03（6700）1144

場所  勝浦会館

場 所  徳島南年金事務所
持参物  年金手帳・年金証書等

休日年金相談

日時　毎週月曜日
　　　午前８時30分～午後７時　 

時間延長年金相談

12月16日〜１月15日

善意ありがとうございました

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

(沼江 )さん北野佐江喜

(生名 )さん樋 本 一 市

　近隣地域との交流事業として、今月も各種

講座を次の通り開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

２月は休み
８㈫・15㈫
６㈰・20㈰
14㈪・28㈪

３㈭・17㈭
25㈮

陶 芸
踊 り
歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30
午後 2:00～4:00
午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:00～9:00

教室名 実施日 時　間

N
o.4

8
8

2
月
号

か
つ
う
ら

広
報

日 月 火 水 木 金 土

２月 勝浦郡夜間救急当番表

勝浦病院 ☎42-2555 上勝診療所 ☎44-5010
平日：午後６時~翌朝午前９時　休日：午後７時~翌朝午前９時

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28


